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D 23 ナイロンの酸性染料混合染色一一染色速度

実践女子大　 家政　　 飯島　 俊郎　 ○加藤　 幾美

( 目的) ナイロンの酸性染料混合系からの染色は、イオン染着座席量が限られていること

から、単独染色の加成性からのずれが起り、ブ・ ヅキング効果として知られている現象が

起こる。本研究は２種酸性染料の混合系におけるこの効果を速度論的に明らかにする目的

で行った。

( 方法) 染料は　CI.Acid Orange 7(007) 、CI.Acid Blue 25(B25) 、CJ.Acid Red 88(1?88)

を用いた。染色速度は6－ナイロンフィルム巻a 法

により拡散の濃度分布を求めて解析した。

〈結果>   O07(フィルム上の極大吸収波長486nra ）

とB25（639niii）との混合系の拡散の各層は図のよう

な吸収スペクトルを示す。染浴に接するフィルム

巻層の外表面はすぐに染着平衡に達するとすれば、

表面層（Ｏ層）はナイロンに対する親和力の大きい

BZ5が007 をほとんど排除して染着しており、ブ・ ヅ

キング効果が明らかに見られる。染料は相互作用

をしながら巻層内部に拡散する。分布曲線の解析

から、各染料の拡散係数の濃度依存性を求め、ナ

イ ロ ン 基 質 中 の 染 料 間 の 相 互 作 用 を 考 察 し た 。
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分散染料による絹およびナイロン、ポリエステルの染色
滋賀県立短大（家）○道明美保子（工）井上吉教・清水慶昭
三重大教育　木村光雄

＜目的＞

絹の新しい需要拡大の大きな方向は洋装分野への進出であり、 そのため他の天然繊維と

の混紡あるいは合成繊維との混紡が行われている。本研究では絹と合成繊維の混用品を１

浴で同じ色濃度に染色する、あるいは異色染を行うための基礎データを得ることを目的と

して絹、ナイロン、ポリエステルに対する分散染料の染着性と洗濯堅牢度を調べた。

＜方法＞

マロニル基を含む新しい分散染料を２種類合成しそれを用いて絹、ナイロy 、ポリエス

テルを一定温度で平衡染色し、吸着等温線を求めた。また、絹、ナイロンの洗濯堅牢度を

JIS L0844 A-2 号で調べた。
＜結果＞

吸着等温線は分配型を示し た。染着量は絹よりナイロンの方が多く、ポリエステルは殆

ど染まらなかった。分散染料の無機性値／有機性値の値が小さいほど絹、ナイヽロンに対す

る染着量が多かった。洗濯堅牢度は低めで、染色した絹、ナイロンの変退色はあまり差が

なかった。 また、木綿は汚染しないがナイロンは僅かに汚染した。


